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『設備サポートセンター整備事業キックオフシンポジウム』の開催について 

 

拝啓 時下ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

日頃より本学の教育研究活動並びに産学官連携活動について御理解と御協力を賜り、厚く

御礼申し上げます。 

この度、宮崎大学では文部科学省「設備サポートセンター整備事業」をスタートしました。本事業

は、研究設備を中心に限られた資源を有効活用し、より良い教育研究環境を整備するため、大学

が全学的な設備マネジメント体制の下で教育研究設備の有効活用を図る事業であり、九州地区で

は、九州大学に次ぎ、２番目の実施校となります。 

本学では、この設備マネジメント機能の強化に加え、昨年８月に設立したみやざきファシリティネ

ットワークと連携し、研究設備・人材の相互発展による宮崎大学ならではの設備サポートの実現を

目指します。 

つきましては、本学の教育研究環境の充実に向けた本事業の開始を記念いたしまして、下記の

通り、キックオフシンポジウムを開催する運びとなりましたのでご案内申し上げますとともに、取材く

ださると幸甚です。 

敬具  

記 

 

１ 開催日時   

平成２９年８月４日（金）１４：００～１７：００ ／受付開始 １３：３０ 

 

２ 会場 
宮崎大学創立３３０記念交流会館（木花キャンパス） 
 

 
※ 参加費は無料、一般参加（当日受付可）もできます。 
※ 詳細は別添チラシをご覧ください。 
 
 

 

報道発表 ～世界を視野に 地域から始めよう～ 



パネルディスカッション

『設備サポートセンター整備事業による地域連携の新潮流（仮題）』

このたび、宮崎大学では文部科学省概算要求「設備サポートセンター整備事
業」を実施することになりました。この事業は、研究設備を中心に限られた資
源を有効活用し、より良い教育研究環境の整備を図るため、大学における全学
的な設備マネジメントを実施し、教育研究設備の有効活用に係るマネジメント
機能を強化することを目的としています。
本学の設備マネジメント機能を強化するとともに、平成28年8月に設立され

たみやざきファシリティネットワークと連携し、研究設備・人材の相互発展に
よる宮崎県ならではの設備サポートを実現します。

お申込み・お問合せ：国立大学法人宮崎大学産学・地域連携センター（担当：河野・今井・境）
電話番号：0985-58-7951 FAX：0985-58-7793 E-mail：fsc-uom@of.miyazaki-u.ac.jp

平成29年8月4日（金）
日
時
・
場
所

参加費

無料

基調講演

設備サポートセンター整備事業事例紹介

設備サポートセンター整備事業について

開会挨拶

閉会挨拶

みやざき
ファシリティ
ネットワーク

ファシリテーター

宮崎大学 水光 正仁

宮崎大学連携研究設備ステーション マネージャー補佐 境 健太郎

『設備サポートセンター整備事業の今後に向けて』

文部科学省研究振興局 学術機関課 研究設備係長 中島 大輔 氏

『りょうもうアライアンス 〜地元企業の活動をサポートする新機軸〜』

群馬大学研究･産学連携推進機構 機器分析センター 准教授 林 史 夫 氏

宮崎大学長 池ノ上 克

宮崎県工業技術センター 所長 野間 純利 氏

パネリスト

文部科学省 中島 大輔 氏 ／ 北海道大学 江端 新吾 氏
群馬大学 若松 馨 氏 ／ 鳥取大学 難波 栄二 氏
宮崎県 清水 正高 氏

宮崎大学 創立330記念交流会館
コンベンションホール

14:00－17:00 ／ 受付開始 13:30



【会場のご案内】
基調講演の会場は、附属図書館北側に隣接する

「創立３３０記念交流会館」です。
駐車場の指定はございませんので、お越しの際は
木花キャンパス内の空き駐車場をご利用ください。

宮崎大学 木花キャンパス

正門

会場

参 加 申 込 書

FAXまたはメールにて平成29年7月28日(金) までにお申し込みください。

■FAX：0985-58-7793 ■メール：fsc-uom@of.miyazaki-u.ac.jp

設備サポートセンター整備事業キックオフシンポジウム

機関名

連絡先
(お申込み代表者)

TEL（ ） － FAX（ ） －

参加者
所属 職 氏名

（お申込み代表者）

【情報の取扱について】
※ご記入いただいた情報は、主催機関及び事務局にて適切に管理し、本総会に関する業務にのみ使用いたします。
※参加をお断りする場合のみご連絡いたします。

設備サポートセンター整備事業とは

現在文部科学省が進めている事業「設備サポート

センター整備事業」で、限られた資源を有効活用し

教育研究環境の整備を図るため、設備の共同利用促

進、中古設備の改良等による再利用、効果的かつ効

率的な設備配置、サポート人材の集約化や効率的な

再配置など、大学における全学的な設備マネジメン

トを担う「設備サポートセンター」を整備すること

により、教育研究設備の有効活用に係るマネジメン

ト機能を強化することを目的としています。

みやざきファシリティネットワークとは

宮崎県内に所在する高等教育機関、地方公共団体、

公設試験研究機関及びその他関係機関が連携し、宮

崎県内の設備の共同利用や情報共有による連携機関

の研究基盤強化並びに設備利用技術の継承・高度化

に向けた人材の育成に取り組み、もって宮崎県の産

業振興並びに研究振興に寄与することを目指してい

ます。


